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　今まで知り合いになった舞台照明家
と建築照明家、総勢50人近く（半分・
半分）とお話をしてきて気づいたことがあ
ります。舞台照明家は建築照明を毛嫌
い、または『一緒にしないでくれ』感を
醸し出す人が多く、建築照明家は舞台
照明を敬う傾向が高いことに気づき始
めました。それは、斬新で繊細な照明
デザインは、劇場内だからこそ作れるも
のだし、複雑なシーンやタイミングの作り
込みは、照明を扱うプロの中で、舞台照
明家が断トツ優れているからです。そし
て舞台照明家は、3次元、4次元の空
間と時間の捉え方、感覚が研ぎ澄まさ
れている（人が多い）からではないでしょ
うか。もっとも、建築照明の世界は規則
が多く、やたら明るくてつまらないものだ
と思われる方も多いようです。自分自身
もそのように感じていたこともありました。
特に戦後の日本の高度成長期は、いか
に我々の生活を明るく照らすかというこ
と、煌々たる明かり＝希望に満ち溢れた
環境を示していたようでした。

　舞台照明の型みたいなものを、積極
的にぶち破る姿勢で常に活動している、
私が尊敬する英国の照明家、ルーシー・
キャーター氏や、サイモン・コーダー氏
は、舞台照明機材に捉われない、こだ
わらないといった点と、劇場外のスケー
ルでの照明演出も得意とする点で、共
通していると感じます。実は、文化庁の
新進芸術家海外研修制度の申し込みを
したとき、プランBの研修計画書は、サ
イモン・コーダー氏のアシスタントになる
ことでした。私のプランについて、親身
に相談に乗ってくださったコーダー氏で
したが、結局、在研の審査に落ちてし
まったので、その願いも叶いませんでし
た。しかし、前回のエッセイでも綴らせ
ていただいたとおり、それをキッカケに、
新たな照明の道に進むことにしました。

間接的ではありますが、コー
ダー氏もそれを温かく応援し
てくださっています。まだたく
さん彼から学ぶ余地はありま
す。新たな道に進む自分は、
今後待ち受けている期待と
葛藤に立ち向かい、いずれ、
彼と照明デザイン、機材や環
境照明、ライトアートについ
て、情報交換できるくらいま
で早く成長したいものです。
そのためには、オープンマイ
ンドでたくさんの作品を観察
し、社会への理解と疑問を
常にもって、自分なりの『なぜ、
その照明がその場に必要な
のか』ということを見出してい
く必要性があると思います。
バックグラウンドや文化、宗教
も年齢も違う人々が、その照
明を見てどう感じるか。たとえ
彼らの気持ちが読み取れな
くとも、何らかの良い影響力
を、精神的に物理的に人間
に与える照明を考える。照明
とは、『なんと責任重大で、魅力的なお
仕事なのだろう』とつくづく思います。

　『人のために、なにかできないだろう
か』。この気持ちは、震災を次々に経験
してきた、沢山の日本人の方が思って
いることではないでしょうか。気持ちはあ
るけど、どう行動に起こしていいかわか
らない、という人も多いと思います。自
分も、その一人でした。日本のことをしっ
かり理解しないまま、海外に飛び出して
きてしまった自分にとって、おまえは何
様だ、と言われるかもしれないけど、飛
び出してきて、はじめて気づく自国の大
切さや美しさがあります。日本をでて、よ
うやく自分が日本人であった（わかって
はいたけど、日本人としての意見を求め

られるときに感じる“ I am a 
Japanese”）、という自覚をし
始めました。いずれ日本に、
照明の多様性や新たな可能
性をもち帰り、人のために役
に立てればいいなと思いま
す。漠然とした願いですが、
できることからやってみるとい
う姿勢は大事だと思っていま
す。舞台公演で、観客に感
動や喜びを与えることも、「世
のため、人のため」だと思い

ます。観る人が限られてしまうのは、あ
まりにももったいないので、観客層をど
んどん増やしていく工夫をするのも、今
後の私たちに課せられた課題です。舞
台は娯楽だけではなく、論議の場、憩
いの場、教育の場、現実逃避の場、人
と自分 ‒ 過去と現在と未来を見つめ直
す場でもあります。照明自体も、またそ
うです。『劇的な照明を求めて』を胸
に、照明の巨匠たちが目指している先
は、『人のために、なにができるか』『そ
れがどう繋がっていくか』という、強い希
望と願いが込められているのではないで
しょうか。「我輩は満足じゃ」という巨匠
がどこにもいないのは、彼らが常に先を
見て、改善と進歩が宿命と悟っておら
れるからではないでしょうか。

　最後に、舞台照明家と建築照明家
の話に戻りますが、どうして自分がこの
両方を経験したいかというと、それは単
なる「飽き」ではなく、「空き」を感じた
からです。自分のデザインの可能性の
「空き/成長の余地あり」ということで
す。技術だけではなく、創造性の「空
き」です。照明の奥深さに、発見は常
に絶えないし、それが原動力となってい
ることに、喜びを感じられるのは本当に
ありがたいことです。
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